
◆非常によくまとめられている発表が多くさすがだと思います。他の学生のプレゼンを見 
て自分の発表を振り返ることもできますから、このプログラムを学生には活用してもらい
たいですね。 
あとは企業・NPO・行政と3箇所に 
も行けるのはうらやましいです（笑） 
         （大学担当教員） 

平成26年度 ECO-TOPプログラム インターンシップ合同報告会 
開催日：平成26年11月30日（日） 

 学生達による「インターンシップ合同報告会」が平成26年11月30日に東京都庁 第二本庁舎1階「二庁ホール」で開催された。７つのECO-TOP認定大学の学生や
教員をはじめ、インターンシップ生を受け入れた企業・NPO・行政機関関係者による100名以上の参加者があり大変盛況であった。 
 報告会では、3箇所へインターンシップに行った学生が各企業・団体でどの様な業務体験をし、何を学んだかをポスターにまとめ発表した。30分という時間内で学
生が来場者に対してポスターを見せながら説明。来場者が解りやすいよう中にはポスターの他に手元資料を用意し、より伝わるように工夫を行う学生もあった。 

＜会場＞ 
 東京都庁 第二本庁舎1階 二庁ホール 
＜プログラム＞ 
 13：15～      開会挨拶 
 13：20～14：20  学生による発表
【第1部】 
 14：20～14：30  休憩 
 14：30～15：30  学生による発表
【第2部】 
 15：30～15：45  休憩 
 15：45～16：45  交流会・講評 
 16：45           閉会挨拶 

◆自然環境に興味があったのでこのプログラム 
 を履修しましたが、実は最初はめんどくさい  
 かもと思っていました。ですが、大学での授 
 業、そして私が行ったインターンシップ先で 
 新しい発見が数多くあり、まだまだ知らない 
 ことがたくさんありました。 
 自然環境に興味がない人にどのように興味を 
 持ってもらうかが私たちの課題だと思います。    
           （学部4年生・女性） 

◆インターンシップに行って自然環境というのは知識・ 
 技術も必要ですが、人とのつながりが本当に大切なの 
 だということを学びました。 
 今回の報告会では、30分という持ち時間の中で発表す 
 るのは思った以上に長く発表の構成に苦労しましたが 
 他校の方との交流もでき勉強になりました。 

（学部3年生・男性） 

◆私の大学ではインターンシップに行くのが4年生になってからなので今日は、先輩方の 
 発表を聞きに来ました。企業でのインターンシップのイメージは何となくわかります 
 が、行政・NPOは知らなかったので、来年、そして今後どうしていくかの参考になり 
 ました。 
 発表を聞いていて地方と都内の自然環境保全への取組の現状のギャップを感じました。 

（学部3年生・女性） 

◆今回のインターンシップによって将来を考えるきっかけに 
 もなりました。また、他大学の学生との交流や発表を見る 
 ことにより、ポスターも文字だけだと見にくかったり、声 
 の出し方によって印象が変わったりと非常に刺激になりま 
 した。 

（学部3年生・女性） 

◆実務を体験することにより業務に対するイメージのギャップを埋 
 めることができ、今後を考えていく上で参考になりました。普段 
 よく行く新宿でも行政はこんなことまでしていたのかと発見もあ 
 りました。 

（学部2年生・男性） 

報告会プログラム 

◆物おじせず、元気にハ 
 キハキとした発表する 
 学生が多かったです。 
 インターンシップを通 
 して、入社後に必要な 
 ビジネススキルをそれ 
 ぞれの学生が学んでい 
 ると感じることができ、 
 人材育成として有意義 
 なプログラムだと思い 
 ます。 

（企業担当者様） 

◆毎年ECO-TOPプログラ 
 ムから学生のインター 
 ンシップを受け入れて 
 いますが、今日の発表 
 でもわかる通りまじめ 
 で熱心な学生が多いで  
 す。また、こういった 
 報告会を聞くことに 
 よって 我々が発信し 
 ていることに対する振 
 り返りにもなっていま 
 す。（NPO担当者様） 

◆このようなインターン 
 シップは、我々が行っ 
 ている業務を知っても 
 らう良い機会にもなっ 
 ています。報告会は 
 年々盛り上がってきて  
 いますので、ぜひいろ 
 んな方に見に来てもら 
 いたいですね。 

（行政担当者様） 

◆ECO-TOPプ 
ログラムの認定 
を受けることが 
ゴールではなく、 
この経験を今後 
にどう活かしていくかが大切だと思い
ます。 
企業ごとの経験で終わるのではなく企
業・NPO・行政がそれぞれどの様に関
わっているのか、自分たちの生活との
関係性を考えてインターンシップで学
んできてもらいたいですね。 （大学
担当教員） 

◆他の大学の学生と交流の機会があるのは、非常に大切なことですね。このプログラムを
履修していない学生はここまで交流を持つこともなかなかないですから。それだけでも一
つの財産になると思います。                 （大学担当教員） 

ECO-TOPプログラム履修学生の声 インターンシップ受入企業・団体の声 

大学担当者の声 


